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北
海
道
で
は
エ
ゾ
シ
カ

に
よ
る
、
農
林
業
被
害
額

は
46

億
円
（
平
成
26

年
度
）

に
な
り
、
森
林
で
も
樹
皮

を
食
べ
ら
れ
て
樹
木
が
枯

れ
る
な
ど
の
影
響
が
出
て

い
ま
す
。 

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
被
害
を

減
ら
す
た
め
に
は
、
国
有

林
と
民
有
林
が
連
携
を
図

り
、
一
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

エ
ゾ
シ
カ
対
策
と
し
て

様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

エ
ゾ
シ
カ
被
害
対
策
の
推
進 

 

平
成
26

年
度
よ
り
、
北
海

道
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有

林
で
地
域
と
連
携
し
た
捕
獲

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

主
な
捕
獲
手
法
と
し
て
、

囲
い
の
中
に
餌
を
置
き
エ
ゾ

シ
カ
を
お
び
き
よ
せ
、
生
き

た
ま
ま
捕
獲
す
る
囲
い
ワ
ナ
、

林
道
を
除
雪
し
た
上
で
、
餌

を
置
き
、
餌
を
食
べ
に
現
れ

た
と
こ
ろ
を
猟
銃
に
よ
り
捕

獲
す
る
モ
バ
イ
ル
カ
リ
ン
グ

（
移
動
と
間
引
き
の
英
語
を

会
わ
せ
た
造
語
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。 

 

い
ず
れ
も
降
雪
に
よ
り
餌

が
不
足
す
る
冬
季
に
実
施
し

て
い
ま
す
。 

捕
獲
頭
数
は
、
自
治
体
な

ど
地
域
関
係
者
と
の
連
携
に

よ
る
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ

た
こ
と
、
エ
ゾ
シ
カ
の
動
態

が
把
握
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
26

年
度
の
捕
獲
実
績

299

頭
か
ら
、
平
成
27

年
度
は

930

頭
に
、
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
狩
猟
者
の
利
便
性

の
向
上
の
た
め
北
海
道
及
び

北
海
道
猟
友
会
と
の
共
催
で
、

全
道
六
箇
所
で
一
括
入
林
承

認
合
同
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
（
平
成
27

年
度
の
申

請
者
は
３
，
８
３
６
名
）
。 

実施
年度

札幌市 旭川市 北見市 八雲町 帯広市 釧路市 計(人)

H25 1,338 439 387 149 651 537 3,501

H26 1,482 533 493 152 603 510 3,773

H27 1,493 590 486 157 615 495 3,836

合同説明会申請者の推移

囲
い
ワ
ナ
で
捕
獲
さ
れ
た 

エ
ゾ
シ
カ 

（
根
釧
東
部
署
）

モ
バ
イ
ル
カ
リ
ン
グ
に
よ
る 

車
上
か
ら
の
狙
撃 

（
根
釧
西
部
署
）

合同説明会札幌会場（平成 27 年 9 月） 樹皮を食べるエゾシカ
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平
成
28

年
度
は
こ
れ
ま

で
の
対
策
に
加
え
て
、
エ
ゾ

シ
カ
対
策
の
技
術
向
上
に
向

け
て
、
森
林
管
理
と
一
体
的

に
行
う
捕
獲
手
法
（
移
動
式

小
型
囲
い
ワ
ナ
と
誘
引
狙
撃

を
組
み
合
わ
せ
て
、
機
動
的

な
捕
獲
を
行
う
）
の
検
討
と
、

捕
獲
個
体
の
食
肉
利
用
な
ど

の
有
効
活
用
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。 

エ
ゾ
シ
カ
食
害
等
の
影
響
を

全
職
員
で
把
握
し
ま
す 

エ
ゾ
シ
カ
が
天
然
林
へ
与
え

る
影
響
を
詳
細
に
把
握
す
る

た
め
、
全
道
規
模
で
の
実
態

調
査
を
、
平
成
21

年
度
よ
り

進
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
樹
皮
剥
ぎ
に

よ
る
樹
木
の
枯
死
な
ど
と
い

っ
た
被
害
が
、
北
海
道
東
部

地
域
で
深
刻
化
す
る
と
と
も

に
全
道
的
に
拡
大
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。 

一
方
、
こ
れ
ら
詳
細
な
調

査
を
補
完
す
る
目
的
で
、
全

道
の
森
林
管
理
署
の
森
林
官

な
ど
が
日
常
業
務
の
中
で
エ

ゾ
シ
カ
に
よ
る
影
響
を
把
握

す
る
、
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
用
い
た
簡
易
影
響
調
査
」

を
平
成
22

年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
ま
で
の
６
年
間
で
、

約
２
万
５
千
箇
所
で
調
査
を

実
施
し
、
有
識
者
か
ら
も
高

い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

様
式
は
、
平
成
26

年
度
よ
り

民
有
林
の
天
然
林
で
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。 

共
通
様
式
で
あ
る
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
国
有

林
と
民
有
林
、
そ
れ
ぞ
れ
で

調
査
し
た
結
果
を
も
と
に
、

北
海
道
（
道
立
総
合
研
究
機

構
）
と
共
同
し
て
被
害
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
毎
年
そ
れ
ぞ

れ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
、
地
域
と
の
連

携
に
よ
る
対
策
・
捕
獲
計
画

の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
の
活

用
や
、
誘
引
に
よ
る
捕
獲
（
囲

い
ワ
ナ
、
モ
バ
イ
ル
カ
リ
ン

グ
等
）
を
検
討
す
る
際
の
資

料
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
調
査
結
果
が

信
頼
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
た

め
に
は
実
際
に
痕
跡
を
確
認

す
る
職
員
の
目
が
確
か
で
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
、
職
員
や
自
治

体
関
係
者
が
集
ま
り
、
現
場

で
エ
ゾ
シ
カ
の
痕
跡
を
把
握

す
る
た
め
の
勉
強
会
を
開
催 

し
、
森
林
技
術
者
と
し
て
の

目
を
磨
い
て
い
ま
す
。 

今
後
も
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る

森
林
へ
の
深
刻
な
影
響
が
出

る
前
に
、
状
況
を
把
握
で
き

る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
。 

（
保
全
課
） 

※
エ
ゾ
シ
カ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
内
容
、
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
北
海
道
森
林
管
理
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
エ
ゾ
シ

カ
対
策
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

勉強会の様子（網走西部署） 

生
体
捕
獲
し
た 

エ
ゾ
シ
カ
の
搬
出 

（
宗
谷
署
）

小型囲いワナによる捕獲実証

エゾシカ影響調査・簡易ﾁｪｯｸｼｰﾄによる天然林への影響評価 

（2014 年調査） 
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北
海
道
国
有
林
の
多
く
の
人

工
林
は
、
現
在
主
と
し
て
間
伐

期
を
迎
え
て
お
り
、
今
後
は
高

齢
級
化
が
進
み
、
主
伐
の
急
激

な
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

網
走
西
部
流
域
の
国
有
林
に

お
い
て
は
、
平
成
26

年
度
を
始

期
と
す
る
森
林
計
画
に
お
い
て

主
伐
面
積
が
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
民
有
林
を
含
む
地
域
全
体

で
は
大
き
な
増
と
は
な
ら
な
い

も
の
の
、
事
業
量
に
お
い
て
は

今
後
も
一
定
量
が
確
保
さ
れ
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
造
林
を
主
体
と
す
る

事
業
体
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
伐
採
後
の
再
造
林
に
は

労
働
力
不
足
が
深
刻
な
状
況
に

あ
り
、
新
規
就
労
者
の
確
保
、

再
造
林
の
省
力
化
と
低
コ
ス
ト

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
要
因
と
し
て
は
、

苗
木
の
植
栽
や
植
付
後
の
下
刈

の
作
業
は
機
械
化
が
進
ま
ず
人 

力
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
作
業

適
期
が
一
時
期
に
集
中
し
通
年

雇
用
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
こ
と
、
更
に
、
コ
ス
ト
面

で
は
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ

り
、
再
造
林
意
欲
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。 こ

う
し
た
状
況
で
、
林
業
が

産
業
と
し
て
循
環
し
、
新
た
な

世
代
の
人
工
林
造
成
を
確
実
に

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
現
状

と
向
か
う
べ
き
方
向
性
等
に
つ

い
て
の
、
地
域
の
理
解
が
必
要

で
あ
り
、
平
成
27

年
度
に
は
市

町
村
の
実
務
者
が
集
う
実
行
管

理
推
進
チ
ー
ム
、
林
政
連
絡
会

議
等
に
お
い
て
、
当
支
署
か
ら

説
明
を
行
い
認
識
を
共
有
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、
当
支
署
に
お
い
て
、

地
域
の
木
材
関
連
事
業
者
が
集

い
意
見
交
換
を
行
う
「
西
紋
地

区
林
業
・
林
産
業
に
関
す
る
懇

談
会
」
に
お
い
て
意
見
交
換
会

を
実
施
し
、
従
来
の
様
な
木
材

供
給
量
や
価
格
に
関
す
る
話
題

の
ほ
か
、
新
た
に
苗
木
量
産
化

の
必
要
性
な
ど
の
意
見
も
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
く
方
向
性
に

つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。 

現
在
、
当
支
署
で
は
低
密
度

植
栽
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

今
年
度
に
お
い
て
は
、
低
密

度
植
栽
試
験
地
を
設
定
し
、
ha

当
た
り
植
栽
本
数
を
千
本
か
ら

二
千
本
ま
で
４
区
分
し
、
更
に

コ
ン
テ
ナ
苗
と
普
通
苗
植
栽
の

区
域
を
設
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
試
験
で
は
、
低
密
度
植

栽
に
よ
る
苗
木
の
成
長
へ
の
影

響
、
保
育
（
植
付
・
下
刈
）
の

工
程
へ
の
影
響
や
問
題
点
、
侵

入
し
た
広
葉
樹
の
成
長
量
や
取

扱
方
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
把

握
し
、
追
跡
調
査
に
よ
り
除
・

間
伐
等
も
含
め
た
施
業
ト
ー
タ

ル
の
効
率
性
と
労
働
強
度
低
減

を
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 

今
後
は
、
国
有
林
で
進
め
て

い
る
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業

シ
ス
テ
ム
や
、
低
密
度
植
栽
試

験
地
の
紹
介
を
通
じ
て
、
低
コ

ス
ト
化
へ
の
技
術
情
報
を
発
信

し
た
り
、
関
連
機
関
と
試
験
地

を
視
察
し
、
私
有
地
の
無
立
木

地
へ
の
低
密
度
植
栽
の
可
能
性

な
ど
も
含
め
、
多
面
的
な
視
点

で
低
密
度
植
栽
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

苗木の植栽作業 

コンテナ苗 

紋別市林政連絡会議 
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森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
森
林
・
林
業
の
技

術
開
発
に
つ
い
て
、
全
道
各

地
で
の
試
験
・
実
証
実
験
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
「
カ

ラ
マ
ツ
の
天
然
更
新
を
利
用

し
た
低
コ
ス
ト
再
造
林
技
術

の
開
発
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。 

課
題
を
取
り
上
げ
た
背
景 

現
在
、
北
海
道
の
人
工
林

の
多
く
が
利
用
期
を
迎
え
、

主
伐
量
の
増
大
に
伴
う
造
林

面
積
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。 

伐
採
後
の
再
造
林
に
は
多

額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
低
コ
ス
ト
造
林
技

術
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
林

業
振
興
へ
の
一
助
に
な
る
と

考
え
ま
し
た
。 

そ
こ
で
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林

の
帯
状
伐
採
跡
地
に
お
い
て
、

地
表
処
理
に
よ
る
天
然
更
新

の
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

試
験
概
要 

試
験
地
は
、
上
川
北
部
森

林
管
理
署
上
士
別
国
有
林
で
、

0.4

ha

の
面
積
で
す
。
平
成
24

年
度
か
ら
試
験
を
開
始
し
、

調
査
を
継
続
中
で
す
。 

初
年
度
に
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ

に
よ
る
地
表
処
理
（
笹
の
根

を
は
ぎ
取
る
）
を
実
施
し
ま

し
た
。
地
表
処
理
の
仕
様
は
、

幅
10

ｍ
と
５
ｍ
の
２
種
類
、

計
８
箇
所
に
区
画
し
、
更
新

状
況
の
比
較
を
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
箇
所

は
当
該
試
験
区
域
周
囲
に
幅

50

cm

×
深
さ
50

cm

の
側
溝
を

作
設
し
ま
し
た
。
（
笹
の
回
復

を
遅
ら
せ
る
効
果
を
検
証
） 

調
査
結
果 

①
コ
ス
ト
比
較

今
回
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
チ

ャ
ー
タ
ー
し
実
行
し
た
試
験

区
全
体
の
ha

当
た
り
経
費
は

約
39

万
円
で
し
た
。 

北
海
道
に
お
け
る
平
成
24

年
度
造
林
事
業
標
準
単
価
を

元
に
、
当
試
験
地
に
カ
ラ
マ

ツ
（
１
号
苗
）
を
ha

当
た
り

２
，
５
０
０
本
植
栽
し
た
場

合
の
経
費
（
地
拵
＋
植
付
＋

苗
木
代
）
は
、
約
50

万
円
と

な
り
ま
す
。 

②
種
子
供
給
量
調
査

カ
ラ
マ
ツ
の
種
子
供
給
量

は
、
着
花
調
査
と
い
う
目
視

に
よ
る
方
法
と
シ
ー
ド
ト
ラ

ッ
プ
を
設
置
す
る
方
法
を
併

用
し
ま
し
た
。
着
花
調
査
で

は
、
24

年
は
凶
作
、
25

年
度

は
並
下
、
26

年
度
は
並
～
並

上
、
27

年
度
は
並
下
で
し
た
。 

③
更
新
状
況
調
査

27

年
度
現
在
、
全
試
験
区
平

均
で

270

千
本
／
ha

で
、
樹
種
構

成
は
、
カ
ラ
マ
ツ
52

％
、
カ

ン
バ
類
を
中
心
と
し
た
広
葉

樹
が
48

％
。
カ
ラ
マ
ツ
の
樹

高
は
、
4.3

cm

と
な
っ
て
い
ま

す
。
消
失
と
成
長
が
あ
り
つ

つ
、
平
均
の
樹
高
は
毎
年
伸

び
て
い
る
状
況
で
す
。 

④
植
生
回
復
調
査

地
表
処
理
前
の
平
均
笹
高

は
140

cm

に
対
し
、
27

年
度
は
15

cm

と
抑
制
効
果
が
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。 

考
察 コ

ス
ト
削
減
効
果
は
、
当

面
23

％
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

更
新
完
了
の
判
断
を
下
す
ま

で
は
、
評
価
を
待
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

カ
ラ
マ
ツ
の
着
花
は
豊
凶

の
差
が
大
き
く
、
本
試
験
で

は
24

年
の
凶
作
の
影
響
を
受

け
た
25

年
度
は
ほ
と
ん
ど
カ

ラ
マ
ツ
の
更
新
が
な
か
っ
た

も
の
の
、
25

年
度
以
降
の
着

花
が
26

年
度
以
降
の
更
新
本

数
の
増
加
に
直
接
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
、
種
子
供
給
量
を
確

保
す
る
た
め
の
着
花
促
進
の

作
業
の
考
察
や
、
稚
樹
と
植

生
回
復
と
の
競
合
に
注
視
し
、

平
成
２９

年
度
末
に
、
一
定
の

成
果
を
取
り
ま
と
め
発
信
す

る
予
定
で
す
。 

森林技術・支援センター

カラマツの稚樹 

地表処理の状況
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別
海
森
林
事
務
所
は
、
世

界
遺
産
で
も
あ
る
知
床
半
島

の
南
側
か
ら
根
室
市
に
か
け

て
の
国
有
林
を
管
轄
す
る
根

釧
東
部
森
林
管
理
署
の
う
ち
、

別
海
町
に
所
在
す
る
国
有
林

を
管
理
し
て
い
ま
す
。 

別
海
町
は
、
人
口
約
８
千

人
に
対
し
、
牛
の
頭
数
が
約

11

千
頭
と
酪
農
が
盛
ん
で
あ

る
と
と
も
に
漁
業
も
盛
ん
で
、

特
に
北
海
シ
マ
エ
ビ
は
有
名

で
す
。 

北
海
シ
マ
エ
ビ
漁
は
、
打

瀬
船
と
呼
ば
れ
る
帆
船
に
よ

る
曳
網
漁
で
年
に
２
回
（
夏
、

秋
）
行
わ
れ
、
北
海
道
遺
産

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
有
林
と
北
海
道
遺
産 

別
海
森
林
事
務
所
が
管
理

す
る
国
有
林
の
特
色
と
し
て
、

格
子
状
防
風
林
が
あ
り
ま
す
。 

森
林
事
務
所
庁
舎
も
防
風

林
の
中
に
あ
り
、
時
折
、
エ

ゾ
リ
ス
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
ま

す
。 格

子
状
防
風
林
は
、
こ
の

地
域
で
発
生
す
る
夏
の
海
霧

や
、
冬
の
強
い
北
風
が
吹
き

付
け
る
厳
し
い
気
象
条
件
か

ら
根
釧
台
地
の
酪
農
地
帯
を

守
る
た
め
設
置
さ
れ
、
直
線

部
分
の
最
も
長
い
と
こ
ろ
で

は
約
27

km

に
も
及
び
ま
す
。 

ま
た
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、

北
海
道
の
開
拓
当
初
か
ら
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦

後
、
他
の
地
域
で
は
大
規
模

な
農
地
開
発
が
行
わ
れ
る
な

ど
伐
採
が
進
み
ま
し
た
。 

し
か
し
、
根
釧
台
地
に
お

い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
厳

し
い
気
象
条
件
か
ら
農
作
物

等
を
守
る
ほ
か
、
視
界
が
真

っ
白
に
な
る
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ

ト
現
象
の
軽
減
や
防
風
、
防

霧
効
果
が
認
め
ら
れ
、
現
在

も
そ
の
形
を
と
ど
め
て
お
り
、

２
０
０
１
年
に
は
北
海
道
遺

産
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

防
風
林
の
施
業
方
法 

 

防
風
林
の
多
く
は
人
工
林

で
あ
り
、
間
伐
を
中
心
に
適

切
な
伐
採
と
更
新
が
行
わ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
林

況
：
カ
ラ
マ
ツ
40

％
、
ト
ド

マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
広

葉
樹
が
20

％
） 

そ
の
た
め
、
列
状
に
伐
採

し
た
後
に
造
林
を
行
っ
て
複

層
林
化
を
図
る
ほ
か
、
主
風

方
向
（
北
側
）
に
防
風
帯
を

設
け
、
モ
ザ
イ
ク
状
に
伐
採
、

造
林
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

持
続
し
て
防
風
林
と
し
て
の

効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に

施
業
方
法
を
工
夫
し
て
い
ま

す
。 

野
付
風
蓮
道
立
自
然
公
園 

管
内
に
は
野
付
風
蓮
道
立

自
然
公
園
が
あ
り
、
季
節
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
花
が
見

ら
れ
る
ほ
か
、
オ
オ
ワ
シ
や
、

オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

な
ど
の
希
少
な
鳥
類
が
飛
来

し
ま
す
。 

こ
の
他
、
保
護
増
殖
事
業

の
一
環
と
し
て
、
野
付
半
島

の
国
有
林
な
ど
で
鳥
類
の
生

息
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
防
風
林
に
つ
い

て
は
、
そ
の
機
能
を
発
揮
、

持
続
さ
せ
る
た
め
に
、
格
子

状
に
配
置
さ
れ
た
特
徴
的
な

人
工
林
の
特
性
を
理
解
し
、

各
事
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
管
理
し
て
い
く
考
え
で

す
。 ま

た
、
野
付
風
蓮
道
立
自

然
公
園
を
含
む
国
有
林
に
生

息
す
る
野
生
生
物
を
保
護
・

管
理
す
る
た
め
の
巡
視
を
継

続
し
、
地
域
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こんにちは
根釧東部森林管理署 

別海森林事務所 

森林官 

（別海担当区） 

倉内 晃 
森 林 官 です! 

格子状防風林 

野付風蓮道立自然公園 
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との連携協定の締結、記念講演会

北海道大学大学院農学研究院

北 海 道 森 林 管 理 局

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研

究
院
と
北
海
道
森
林
管
理
局
は

７
月
15

日
、
北
海
道
大
学
農
学

部
に
お
い
て
、
「
国
立
大
学
法

人
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研

究
院･

大
学
院
農
学
院･

農
学
部

と
林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局

と
の
森
林･

林
業･

木
材
分
野
の

連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。 

今
回
の
協
定
は
、
今
年
５
月

に
見
直
さ
れ
た
「
森
林･

林
業
基

本
計
画
」
を
踏
ま
え
、
森
林･

林

業･

木
材
分
野
に
関
し
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
海
道

に
お
け
る
適
切
か
つ
効
率
的
な

森
林
整
備
、
森
林
資
源
の
利
活

用
の
推
進
、
自
然
環
境
の
保
全

並
び
に
こ
れ
ら
に
取
り
組
む
人

材
の
育
成
を
推
進
し
、
林
業･

木

材
産
業
及
び
北
海
道
の
持
続
的

な
発
展
を
加
速
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

協
定
締
結
式
で
は
、
横
田
北

海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院

長
、
黒
川
北
海
道
森
林
管
理
局

長
に
よ
る
署
名
が
執
り
行
わ
れ

協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。 

黒
川
局
長
か
ら
連
携
協
定
締

結
に
よ
る
今
後
の
展
望
に
む
け

て
「
双
方
が
有
す
る
様
々
な
知

見
・
技
術
を
有
機
的
に
連
携
し

て
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
と

健
全
で
多
様
な
森
づ
く
り
を
加

速
す
る
た
め
の
技
術
開
発
や
、

そ
れ
を
担
う
人
材
の
育
成
を
通

じ
て
課
題
を
解
決
し
、
林
業･
木

材
産
業
の
成
長
産
業
化
と
地
域

の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。 

締
結
式
終
了
後
、
北
海
道
大

学
農
学
部
大
講
堂
に
お
い
て
、

北
海
道
の
森
林･

林
業･

木
材
産

業
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
の
キ
ッ
ク
オ

フ
と
し
て
、
学
生
、
林
業
・
木

材
産
業
関
係
者
等
を
対
象
と
し

た
協
定
締
結
記
念
講
演
会
「
こ

れ
か
ら
の
森
づ
く
り･

人
づ
く

り
」
が
開
催
さ
れ
、
約

名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

記
念
講
演
で
は
、
「
こ
れ
か

ら
の
森
づ
く
り
の
方
向
性
～
新

た
な
森
林･

林
業
基
本
計
画
」
と

題
し
て
、
北
海
道
森
林
管
理
局 

中
村 

毅 

計
画
保
全
部
長
よ

り
、
つ
づ
い
て
、
「
こ
れ
か
ら

必
要
な
人
材
育
成
と
は
？
」
と

題
し
て
、
北
海
道
大
学
大
学
院

農
学
研
究
院 

渋
谷 

正
人 

准
教
授
よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。 

これからの づくり・ づくり 

協定締結式 

協定締結記念講演会 

渋谷 准教授 中村 計画保全部長 
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森
林
作
業
道
作
設
後
の 

現
地
見
学
会 

【
十
勝
東
部
森
林
管
理
署
】 

６
月
23

日
、
昨
年
度
に
製
品

生
産
請
負
事
業
が
行
わ
れ
た
本

別
町
内
の
国
有
林
で
「
森
林
作

業
道
作
設
後
の
現
地
見
学
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
現
場
は
、
事
業
着
手
前

の
昨
年
７
月
に
「
森
林
作
業
道

作
設
指
針
」
に
基
づ
き
、
請
負

業
者
が
地
形
や
土
質
を
考
慮
し

て
予
定
ル
ー
ト
を
選
定
し
た
段

階
で
現
地
検
討
会
を
開
催
し
た

箇
所
で
、
融
雪
後
に
同
じ
箇
所

で
実
施
し
、
自
治
体
、
林
業
事

業
体
、
職
員
等
合
わ
せ
て
61

名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

現
地
は
、
新
設
し
て
か
ら
約

１
年
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
分
散
排
水
等
が
し
っ

か
り
機
能
し
て
お
り
、
融
雪
等

に
よ
る
路
体
や
路
面
の
損
傷
は

見
ら
れ
ず
、
修
繕
し
な
く
て
も

高
性
能
林
業
機
械
が
そ
の
ま
ま

利
用
で
き
る
状
態
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
線
形
や
水

処
理
の
工
夫
次
第
で
、
し
っ
か

り
し
た
路
面
状
態
を
維
持
で
き

て
い
る
の
は
び
っ
く
り
し
た
」

「
経
費
は
ど
の
位
か
か
っ
て
い

る
の
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞

か
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
低
コ
ス
ト
で
効
率
的

な
施
業
の
推
進
に
向
け
た
現
地

検
討
会
等
を
開
催
し
、
民
有
林

関
係
者
へ
情
報
提
供
す
る
と
と

も
に
、
市
町
村
森
林
整
備
実
行

管
理
推
進
チ
ー
ム
に
対
し
て
も

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

木
工
体
験
学
習 

【
日
高
南
部
森
林
管
理
署
】 

６
月
24

日
、
浦
河
町
立
浦
河

小
学
校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

木
材
を
使
い
工
作
の
楽
し
さ
や

森
林
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
木
工
体
験
学

習
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、「
森
林
の
お
話
」
や
、

コ
ー
ス
タ
ー
作
成
、
丸
太
切
り

を
行
い
ま
し
た
。 

森
林
の
お
話
で
は
、
児
童
に

森
林
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
森
林
が
持
つ
多
様
な

機
能
に
つ
い
て
、
ボ
ー
ド
に
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
を
貼
っ
た
も
の

を
使
用
し
、
説
明
し
ま
し
た
。 

コ
ー
ス
タ
ー
作
で
は
、
ミ
ズ

ナ
ラ
や
ア
オ
ダ
モ
の
木
を
輪
切

り
に
し
、
そ
こ
に
カ
ー
ボ
ン
紙
、

イ
ラ
ス
ト
の
つ
い
た
紙
を
重
ね

鉛
筆
で
な
ぞ
り
、
コ
ー
ス
タ
ー

に
写
っ
た
イ
ラ
ス
ト
に
色
を
塗

る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。 

ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
の
丸
太

切
り
は
、
友
だ
ち
同
士
で
切
り

方
の
コ
ツ
を
、
教
え
合
っ
た
り
、

協
力
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
、
「
も

っ
と
切
り
た
い
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。 

手
作
り
の
楽
し
さ
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
森
林
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
に
講
師
を
派
遣 

【
石
狩
地
域
森
林
ふ
れ
あ
い 

推
進
セ
ン
タ
ー 

】 

札
幌
市
定
山
渓
自
然
の
村
で

は
、
森
林
に
つ
い
て
専
門
知
識

を
有
す
る
講
師
を
招
き
、
森
林

保
全
活
動
を
理
解
し
、
そ
の
内

容
を
普
及
、
啓
発
す
る
活
動
の

担
い
手
と
な
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
フ
ォ
レ

ス
ト
ス
ク
ー
ル
を
今
年
度
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。 

７
月
３
日
、
当
セ
ン
タ
ー
に

要
請
が
あ
り
講
師
を
派
遣
し
ま

し
た
。 

講
義
で
は
、
森
林
・
林
業
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
、
生
物
多
様
性
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支

援
、
森
林
環
境
教
育
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
実
習
で
は
、
国
有
林

内
を
散
策
し
な
が
ら
、
林
業
に

係
る
話
題
の
ほ
か
、
樹
木
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
・
生
命
力
、
森
林
植

生
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

参
加
者
の
中
に
は
、
木
材
、

林
業
に
係
る
話
は
初
め
て
聞
く

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
非

常
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

民有林、国有林の参加者 

丸太切り体験の児童 

樹木のメカニズムについて説明 
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夏
の
森
林
環
境
教
育 

【
北
空
知
支
署
】 

 
７
月
６
日
、
幌
加
内
町
立

朱
鞠
内
小
学
校
に
お
い
て
今
年

度
２
回
目
の
森
林
環
境
教
育
を

実
施
し
ま
し
た
。 

朱
鞠
内
小
学
校
は
、
子
ど
も

た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

や
学
習
活
動
を
行
う
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
、「
遊
々
の
森
（
わ
ん

ぱ
く
の
森
）
」
を
締
結
し
て
い
ま

す
。 今

回
の
は
、
遊
々
の
森
の
歩

道
を
歩
き
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

で
樹
木
や
植
物
な
ど
を
撮
影
し
、

夏
の
森
林
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

林
内
に
入
る
と
野
イ
チ
ゴ
や

ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
な
ど
の
植
物

や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
太
い
木
、

オ
オ
カ
メ
ノ
キ
な
ど
の
大
き
な

葉
っ
ぱ
な
ど
が
あ
り
、
児
童
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
な
が
ら

撮
影
し
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
歩
道
上
に
倒
れ
て
い

た
倒
木
を
、
ノ
コ
ギ
リ
を
使
用

し
て
撤
去
し
て
も
ら
っ
た
り
、

ト
ド
マ
ツ
の
年
輪
を
数
え
て
も

ら
い
何
年
生
か
調
べ
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

今
後
も
、
子
供
た
ち
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
様
々
な

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
よ
り
良
い

森
林
環
境
教
育
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

バ
ッ
ト
の
森
づ
く
り
植
樹
祭 

【
胆
振
東
部
森
林
管
理
署
】 

７
月
16

日
、
苫
小
牧
市
糸
井

国
有
林
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
ア
オ
ダ
モ
資
源
育
成
の
会
」

が
主
催
す
る
「
バ
ッ
ト
の
森
づ

く
り
植
樹
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
会
は
、
バ
ッ
ト
の
材
料

と
な
る
ア
オ
ダ
モ
の
資
源
量
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

そ
の
資
源
育
成
を
目
的
と
し
て

２
０
０
０
年
に
設
立
さ
れ
、
プ

ロ
野
球
機
構
等
関
係
機
関
の
協

力
を
得
な
が
ら
ア
オ
ダ
モ
の
植

樹
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。 

当
日
は
、
青
空
の
下
、
東
北

楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス

の
福
田
将
儀
選
手
、
室
蘭
栄
高

等
学
校
、
室
蘭
工
業
高
等
学
校
、

室
蘭
東
翔
高
等
学
校
野
球
部
員
、

苫
小
牧
新
生
台
イ
ー
グ
ル
ス
の

子
供
達
等
130

名
が
ア
オ
ダ
モ
の

ポ
ッ
ト
苗
200

本
を
植
樹
し
ま
し

た
。 な

お
、
今
年
か
ら
、
８
月
11

日

が
国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」
と

な
る
こ
と
か
ら
、「
山
の
日
の
法

被
」
を
着
用
し
た
と
こ
ろ
、
参

加
し
た
子
ど
も
達
は
興
味
津
々

で
法
被
を
見
て
い
ま
し
た
。 

「
ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
」
で 

森
林
環
境
教
育
を
実
施 

【
東
大
雪
支
署
】 

７
月
17
日
、
北
海
道
立
青
少

年
体
験
活
動
支
援
施
設
ネ
イ
パ

ル
あ
し
ょ
ろ
に
お
い
て
、
小
学

３
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で

の
児
童
・
生
徒
（
11
名
）
を
対

象
に
森
林
環
境
教
育
を
実
施
し

ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ

ろ
が
開
催
し
て
い
る
主
催
事
業

で
あ
り
、
森
林
や
河
川
で
の
体

験
活
動
を
と
お
し
て
身
近
な
環

境
を
守
る
こ
と
へ
の
興
味
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
ま
す
。 

当
日
は
相
澤
支
署
長
外
職
員

が
講
師
と
な
り
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
や
子
ど
も
樹
木
博
士
認

定
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。 

樹
木
の
幹
や
葉
の
肌
触
り
匂

い
な
ど
五
感
を
使
っ
て
探
し
出

す
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
「
フ
ィ

ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
」
で
は
、
樹
木

に
よ
っ
て
特
徴
の
違
い
が
あ
る

こ
と
に
自
ら
気
づ
き
、
意
欲
的

に
観
察
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。 「

子
ど
も
樹
木
博
士
認
定
テ

ス
ト
」
で
は
、
10
種
類
の
木
の

特
徴
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
森

林
散
策
を
行
い
ま
し
た
。 

樹
名
の
由
来
や
樹
液
及
び
サ

ク
ラ
の
実
を
飲
食
す
る
な
ど
、

こ
ど
も
達
と
共
有
で
き
る
身
近

な
話
題
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
伝
え
る
こ
と
に
工
夫
し

ま
し
た
。 

今
後
も
教
育
関
係
機
関
等
と

の
連
携
を
図
り
、
た
く
さ
ん
の

子
供
た
ち
に
森
林
の
大
切
さ
や

お
も
し
ろ
さ
な
ど
を
伝
え
て
い

け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

デジタルカメラで虫を撮影 

野球選手との植樹作業 山の日の法被に興味津々の子ども達 

フィールドビンゴの様子 

子ども樹木博士認定テスト 
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行
事
・ 

イ
ベ
ン
ト
情
報 
  

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
広

大
で
大
変
豊
か
な
森
林
を
国
民

共
通
の
財
産
と
し
て
、
世
代
を

超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
的
な

管
理
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

よ
り
豊
か
な
姿
で
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
使
命
と
し
て

お
り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
、「
公
売
・
入

札
情
報
」「
知
床
世
界
自
然
遺
産
」

「
エ
ゾ
シ
カ
対
策
」「
森
も
り
！

ス
ク
エ
ア
」
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

等
の
各
サ
イ
ト
内
に
お
い
て
北

海
道
国
有
林
の
情
報
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。 

広報 「北の森林
も り

 国有林」8 月号 

発行 北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 

ＩＰ電話 050-3160-6300 
電  話 011-622-5213 
F A X 011-622-5194

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

８
月
27

日
（
土
曜
日
） 

札
幌
水
源
の
森
づ
く
り

 

場
所
：
札
幌
市
創
成
川
公
園 

狸
二
条
広
場 

検索 北海道森林管理局 

昨年の様子 

日時：平成 28 年 8 月 27 日（土曜日） 

   10 時～13 時頃（雨天決行） 

会場：札幌市創成川公園・狸二条広場 

   （札幌市中央区南 3 条東 1 丁目） 

・ポット苗木を作るコーナー 

・花の苗プレゼントコーナー 

・「森・水」等のクイズコーナー 

ぜひお気軽にお立ち寄りください 
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